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わたしの

見てある記見てある記

今
ま
で
の
取
り
組
み

今
ま
で
の
取
り
組
み

　

市
は
、
待
機
児
解
消
に
向
け
て

認
可
保
育
園
の
定
員
拡
大
を
図
り
、

私
立
保
育
園
３
園
の
園
舎
の
増
改

築
に
よ
る
保
育
環
境
の
充
実
・
定

員
の
拡
大
・
一
時
保
育
の
実
施
の

た
め
の
建
設
費
の
一
部
を
補
助
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
立
保
育

園
で
は
、
３
園
の
零
歳
児
保
育
の

取
り
扱
い
人
員
を
拡
大
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、　

年
４
月
１
日

１１

か
ら
適
用
さ
れ
た
国
の
定
員
弾
力

化
運
用
に
よ
り
、
私
立
保
育
園
の

協
力
を
得
て
、
公
・
私
立
保
育
園

と
も
に
入
所
児
数
の
拡
大
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

認
可
保
育
園
へ
の
入
所
申
込
者
数

が
増
加
し
、
待
機
児
解
消
に
対
応

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
認
可
外
保
育
園
（
室
）
の
保

育
内
容
の
充
実
、
家
庭
福
祉
員
の

保
育
内
容
の
充
実
と
増
員
、
他
市

へ
の
認
証
保
育
所
入
所
児
数
に
対

し
入
所
児
施
設
へ
の
運
営
費
等
補

助
を
実
施
す
る
、
な
ど
の
保
育
内

容
の
充
実
と
入
所
拡
大
に
よ
る
待

機
児
解
消
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

認
可
保
育
園
数
と

認
可
保
育
園
数
と 

定

員

拡

大

定

員

拡

大

　

認
可
保
育
園
数
の
状
況
は
、
公

立
保
育
園
で
は
、
昭
和　

年
度
か

５６

ら　

園
（
う
ち
１
園
は
、　

年
度

１０

６２

か
ら
社
会
福
祉
法
人
久
留
米
み
の

り
保
育
園
に
運
営
業
務
委
託
す
る

公
設
民
営
の
保
育
園
）、私
立
保
育

園
で
は
、　

年
度
に
２
園
が
統
合

６１

し
５
園
と
な
り
、
以
後
計　

園
と

１５

な
っ
て
い
ま
す
。

　

定
員
拡
大
と
し
て
、
私
立
保
育

園
で
は
、
施
設
の
増
改
築
に
よ
り

　

年
度
に
下
里
し
お
ん
保
育
園
が

１０
　

人
、　

年
度
に
久
留
米
み
の
り

１５

１１

保
育
園
が　

人
、　

年
度
に
あ
そ

２８

１３

か
保
育
園
が　

人
、
計　

人
の
定

１０

５３

員
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

　

年
度
に
は
下
里
し
お
ん
保
育
園

１５が
定
員
変
更
し　

人
の
定
員
拡
大

１５

が
実
施
さ
れ
、
合
計　

人
の
定
員

６８

拡
大
と
な
っ
て
い
ま
す
（
年
齢
別

定
員
拡
大
は
表
１
参
照
）。

　

公
立
保
育
園
で
は
、
零
歳
児
保

育
を
拡
大
し　

年
度
が
２
園
で
６

１２

人
、　

年
度
が
１
園
で
３
人
、
計

１３

９
人
の
取
り
扱
い
人
員
と
し
て
い

ま
す
。　

認認

可

保

育

園

の

可

保

育

園

の 

定

員

弾

力

化

定

員

弾

力

化

　

国
は
、
待
機
児
の
状
況
に
か
ん

が
み
保
育
所
入
所
の
一
層
の
円
滑

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　

年
４
月
１
日
か
ら
定
員
を
超
え

１１て
保
育
の
実
施
（
定
員
の
弾
力
的

運
用
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
私
立

保
育
園
の
協
力
も
得
て
、
定
員
の

弾
力
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

年
度
末
の　

年
３
月
１
日
で
は
、

１５

１６

公
立
保
育
園　

園
の
う
ち
７
園
で

１０

　

人
、
私
立
保
育
園
５
園
で　

人
、

１８

３６

計　

園
で　

人
を
受
け
入
れ
て
い

１２

５４

ま
す
。　

年
度
当
初
の　

年
４
月

１６

１６

１
日
で
は
公
立
保
育
園
６
園
で　
１２

人
、
私
立
保
育
園
３
園
で　

人
、

２７

計
９
園
で　

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３９

そ
の
他
の
保
育
施
設

そ
の
他
の
保
育
施
設

　

認
可
保
育
園
の
ほ
か
、
市
が
運

営
費
を
補
助
し
て
い
る
施
設
と
し

て
、
保
育
に
欠
け
る
３
歳
未
満
児

を
対
象
と
し
た
認
可
外
保
育
園

（
室
）
が
３
施
設
で
定
員　

人
、
家

５３

庭
福
祉
員
が
８
施
設
で
定
員　

人
３３

の
状
況
で
す
（
表
２
参
照
）。

認
証
保
育
所
へ
の
補
助

認
証
保
育
所
へ
の
補
助

　

都
は
、
待
機
児
の
解
消
や
大
都

市
特
有
の
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
認
可
保
育
園
と
認
可

外
保
育
園
（
室
）
の
間
に
零
歳
児

か
ら
の
保
育
、　

時
間
以
上
の
開

１３

設
、
な
ど
都
独
自
の
基
準
を
満
た

す
認
証
保
育
所
制
度
を　

年
度
か

１３

ら
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
認
証
保
育
所
制
度
の
導

入
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、　

年
１

１４

市政構造改革

選ばれ続ける
まちづくりのためにために ⑪⑪

　

保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
向
け
て
、
２
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
前
回

（
２
月
１
日
号
）
は
、
入
所
児
数
と
待
機
児
数
の
近
年
の
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

待
機
児
の
現
状
は
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
入
所
児
数
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
以
上
に
入
所
申
し
込
み
数
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
待
機
児
数
が
増
加
し
て
い
る
状
況

で
す
。し
か
し
、現
在
の
財
政
状
況
で
は
投
資
す
る
財
源
に
限
り
が
あ
り
、新
た
に
財
源
を
確

保
し
な
け
れ
ば
待
機
児
解
消
お
よ
び
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

今
回
は
、
待
機
児
解
消
に
向
け
た
今
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後
の
対
応
へ
の
考
え
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
質
問
・
ご
意
見
は
電
話　

・
７
７
４
５
、
フ
ァ
ク
ス　

・
８
１
８
１
、
電
子
メ
ー
ル
で

７０

７５

保
育
課
へ
。

月
１
日
よ
り
市
内
の
乳
幼
児
が
市

外
の
認
証
保
育
所
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
入
所
児
数
に
対
し

施
設
へ
の
運
営
費
補
助
を
実
施
し

表３　 ひばり保育園年齢別比較

増減数新　園旧　園区　分

６７９２,０００１,３２１敷地面積（�）

３７４.１６８０２.２１４２８.０５建物面積（�）

２６１１０８４定　　員（人）

９９―零歳

内　
　
　

訳

５１５１０１歳

６１８１２２歳

０２０２０３歳

６４８４２４・５歳

※新園の建物面積は予定です。

表１　　　　　　　　園別・年齢別定員拡大経過

年齢別定員増減数定員増減数
保育園名年度

４・５歳３歳２歳１歳零歳定員増新定員旧定員

△１２３５６１５８５７０下里しおん１０

△８０８１０１８２８１１８９０久留米みのり１１

△１２２６５９１０１１０１００あそか１３

１５００００１５１００８５下里しおん１５

△６４１７２０３３６８４１３３４５計

（単位：人）

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は　

年
度
が
１
人
、　

１３

１４

年
度
が　

人
、　

年
度
が　

人
と

１４

１５

２３

い
う
状
況
で
す
。

今

後

の

対

応

今

後

の

対

応

　

市
に
お
け
る
保
育
園
へ
の
待
機

児
数
は　

年
度
末
で
１
９
７
人
と

１５

急
増
し
、　

年
度
当
初
は　

人
と

１６

９４

な
っ
て
い
ま
す
。
増
え
続
け
る
入

所
申
込
者
に
対
し
供
給
が
追
い
付

か
ず
、
ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
も

公
立
保
育
園
で
は
一
定
の
範
囲
に

留
ま
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
柔
軟
な
対
応
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
待
機
児
の
解

消
お
よ
び
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
公
立
保
育

園
は
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
民

営
化
を
推
進
し
、
コ
ス
ト
を
削
減

し
、
財
源
を
確
保
し
、
待
機
児
解

消
・
保
育
ニ
ー
ズ
の
課
題
に
対
処

し
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
第
一

段
階
と
し
て
、　

年
４
月
１
日
ひ

１８

ば
り
保
育
園
の

移
転
・
新
設
に

合
わ
せ
、
社
会

福
祉
法
人
に
運

営
業
務
を
委
託

す
る
公
設
民
営

化
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
認
可
保
育
園
の
定

員
の
弾
力
的
運
用
に
よ
る
拡
充
、

家
庭
福
祉
員
の
増
員
、
認
証
保
育

所
の
新
規
導
入
お
よ
び
認
可
外
保

育
園
（
室
）
の
認
証
保
育
所
へ
の

移
行
を
行
う
計
画
で
す
。

市
立
ひ
ば
り
保
育
園
の

市
立
ひ
ば
り
保
育
園
の 

定

員

拡

大

定

員

拡

大

　
　

年
４
月
１
日
に
移
転
・
新
設

１８
す
る
ひ
ば
り
保
育
園
は
、
ひ
ば
り

が
丘
団
地
内
北
側
に
開
設
と
な
り
、

公
設
民
営
と
し
て
運
営
業
務
は
社

会
福
祉
法
人
に
委
託
し
ま
す
。
現

在
の
ひ
ば
り
保
育
園
と
の
保
育
内

容
を
比
較
し
ま
す
と
、
定
員
は　
８４

人
か
ら
１
１
０
人
へ
と　

人
の
増

２６

加
と
な
り
、
零
歳
児
保
育
（
産
休

明
け
保
育
）、
障
害
児
保
育
、
延
長

保
育
、
家
庭
育
児
を
対
象
と
し
た

一
時
保
育
を
実
施
す
る
計
画
で
す

（
年
齢
別
比
較
は
表
３
参
照
）。

市
立
ひ
ば
り
保
育
園

市
立
ひ
ば
り
保
育
園 

以
降
の

以
降
の
民
営
化
計
画

民
営
化
計
画

　

公
設
民
営
化
方
式
で
の
保
育
園

は
、
昭
和　

年
４
月
１
日
の
た
き

６２

や
ま
保
育
園
に
次
い
で
ひ
ば
り
保

育
園
は
２
園
目
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ひ
ば
り
保
育
園
以
降
の

民
営
化
計
画
は
、
現
在
、
市
の
第

３
次
長
期
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
（　

〜　

年
度
）
の
策
定
の

１８

２２

中
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

計
画
期
間
中
で
２
園
の
民
営
化
計

画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

認

可

保

育

園

の

認

可

保

育

園

の 

定

員

の

弾

力

化

定

員

の

弾

力

化

　

認
可
保
育
園
の
定
員
の
弾
力
的

運
用
に
よ
る
入
所
増
を
今
後
も
拡

充
し
て
い
く
考
え
で
す
。

家
庭
福
祉
員
の
増
員

家
庭
福
祉
員
の
増
員

　
　

年
度
家
庭
福
祉
員
は
８
施
設

１６
の
状
況
で
す
が
、　

年
度
以
降
毎

１７

待
機
児
解
消
に
向
け
て

待
機
児
解
消
に
向
け
て

　

待
機
児
解
消
は
市
の
重
要
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
対
応
し
て
き
ま

し
た
が
、
入
所
申
込
者
に
対
し
供

給
が
追
い
付
か
ず
待
機
児
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

　

年
度
以
降
も
、
市
立
ひ
ば
り
保

１７育
園
の
移
転
・
新
設
に
よ
る
定
員

増
、
認
可
保
育
園
の
定
員
弾
力
的

運
用
、
認
証
保
育
所
の
導
入
、
家

庭
福
祉
員
の
増
員
に
よ
る
待
機
児

解
消
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
立
ひ
ば
り
保
育
園
の
公
設

民
営
化
を
第
一
段
階
と
し
て
、
現

在
検
討
し
て
い
る
長
期
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
期
間
の　

年
度

２２

ま
で
に
２
園
の
民
営
化
計
画
を
進

め
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
財
源
を

確
保
し
、
待
機
児
解
消
・
延
長
保

育
な
ど
幅
広
い
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、

市
立
保
育
園
の
給
食
調
理
に
つ
い

て
は
、
調
理
を
担
当
す
る
正
規
職

員
・
再
雇
用
嘱
託
職
員
の
退
職
に

よ
り
、　

年
度
以
降
、
配
置
職
員

１７

の
確
保
が
難
し
く
未
配
置
の
園
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
安
定
し
た
給
食
の
提
供
・
内

容
の
継
続
を
図
る
た
め
、
２
園
の

給
食
調
理
業
務
を　

月
１
日
か
ら

１０

民
間
委
託
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

年
１
施
設
（
定
員
２
〜
５
人
）
を

増
員
す
る
計
画
で
す
。

認
証
保
育
所
の
新
規
導
入
・

認
証
保
育
所
の
新
規
導
入
・ 

認
可
外
保
育
園

認
可
外
保
育
園（
室
（
室
））のの
移
行
移
行

　
　

年
度
施
策
別
予
算
配
分
方
針

１７
で
、
施
策
の
優
先
度
評
価
に
基
づ

き
総
コ
ス
ト
を
増
加
さ
せ
成
果
の

向
上
を
目
指
す
施
策
と
し
て
、
当

面
、「
就
労
と
子
育
て
の
両
立
」
に

力
点
を
置
き
ま
す
。
待
機
児
解
消

策
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
都

制
度
の
認
証
保
育
所
を　

月
に
導

１０

入
し
、新
規
導
入
と
し
て
Ａ
型（
対

象
は
零
歳
〜
５
歳
児
で
、
定
員　
３０

人
）
１
施
設
の
開
設
、
既
存
認
可

外
保
育
園
（
室
）
の
認
証
保
育
所

移
行
と
し
て
Ｂ
型
（
対
象
は
零
歳

〜
２
歳
児
で
総
定
員
数　

人
）
３

５４

施
設
の
移
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆保育課メールアドレス
hoiku@city.higashikurume.lg.jp
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表 ２     保 育 施 設 の 分 類

保　　育　　施　　設

認可外保育施設認可保育園

行政の認証、 

認定が 

ないもの

行政の認証、 

認定が 

あるもの

　 児童福祉法第３５

条に基づき、区市町

村が設置した施設、

または、民間事業者

が認可を受けて設

置した施設

事業所内 

保育施設
認証保育所

公立保育園

院内保育施設
保育園（室）

ベビーホテル

私立保育園 その他の施設
家庭福祉員

－

　

姉
妹
都
市
・
榛
名
町
の
町
制

施
行　

周
年
式
典
に
出
席
し
ま

５０

し
た
。

　

昭
和　

年
に
近
隣
の
町
村
が

３０

合
併
し
、
榛
名
町
が
形
成
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ち
な
み
に
、
わ
が
市
が

町
制
施
行
し
た
の
は
昭
和　

年
３１

で
す
。
ま
た
近
年
の
合
併
促
進

の
中
で
、
町
の
中
に
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
り
、
住
民
投
票
の

結
果
等
を
考
慮
す
る
中
で
、
自

主
自
立
の
選
択
を
採
り
た
い
と

の
考
え
方
を
町
長
か
ら
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
の
大
合
併
で
市

町
村
の
数
が
３
２
２
９
（　

年
１１

４
月
）
か
ら
２
９
２
７
（　

年
１６

　

月
）
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

１２
　

地
方
分
権
一
括
法
成
立
後
、

国
と
地
方
の
関
係
が
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
法
に
基
づ
く
議
会

の
議
決
期
限
は
本
年
３
月
で
す
。

わ
が
市
に
お
い
て
「
合
併
」
の

声
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
立
の
道
を

歩
む
た
め
に
は
、
分
権
の
受
け

皿
の
整
備
も
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

国
の
進
め
る
三
位
一
体
の
改

革
（
補
助
金
の
削
減
・
交
付
税

の
見
直
し
・
税
源
移
譲
）
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
は
合
併
し
て

も
し
な
く
て
も
、
財
政
的
に
は

厳
し
さ
を
増
す
と
思
い
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
の
目
的
は
、
地

方
分
権
の
推
進
と
地
方
公
共
団

体
の
自
立
で
す
。
厳
し
い
道
の

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
一

歩
確
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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